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□ お知らせ □ インセクトガードブラシ

早いところでは、5月の月末からホタルを見ることができますね。ホタルは光るとい

うイメージがありますが、光らないホタルのほうが多いことをご存知でしょうか？私

たちが見ることができるホタルの中で光るのはゲンジボタル、ヘイケボタル、ヒメボ

タルの3種類くらいです。また、発光間隔も気温が高いと短くなります。ホタルは綺

麗な水がないと育たないとよくいわれますが、幼虫の間を水の中で過ごすのはゲ

ンジボタル、ヘイケボタルの2種類ぐらいで、ほとんどは陸生のホタルが多いです。

では、どのようにホタルは光っているのでしょうか？ ホタルは、発光細胞内に存

在する発光素ルシフェリンと酵素ルシフェラーゼ、ATP（アデノシン-三リン酸）やマ

グネシウムイオンが気管から供給される酸素によって化学反応を起こし、光を発す

る仕組みになっていると言われています。

このように様々な昆虫類の仕組みについて調べてみるのもおもしろいかもしれま

せんね。

シャッター上部IGブラシ（平）使用 シャッター側面IGブラシ（曲）使用 シャッター底部IGパッキン使用 マンドアIGパイル使用

気温が温かくなるにつれ、昆虫の活動も活発になる時期となりました。昨年から

今年に入り、製品に昆虫が混入していたというニュースがしばしば取りあげられ、

社会の関心が高まっているように感じます。

さて、左図は弊社で行っている昆虫などの動物検査の結果を表しています。1番

多いのは飛翔昆虫で、その中でも特に多いものは、クロバネキノコバエやユスリカ

です。クロバネキノコバエは緑地帯、ユスリカは水域地帯等に生息していますが、

光や熱などに誘引されたり、施設内の圧力が陰圧になっていたりすることでドアや

シートシャッター、天井等の隙間から屋内に侵入する可能性があります。私たちか

らみると密閉空間に感じる場所でも、昆虫からみると十分自由に出入りできる空間

が建物には存在しています。

このことからも、屋内発生だけでなく屋外発生の昆虫にも気を配り、昆虫の侵入し

ている隙間を閉塞するなどの防虫対策を見直してみてはどうでしょうか。

ホタル

弊社の昆虫などの動物検査
の結果（2013.4～2014.3）

飛翔昆虫 歩行昆虫

動物類 その他

60%32%

１% 7%

わずか2～3ｍｍの隙間でも小さい昆虫などにとっては十分な侵入経路となります。その隙間を閉塞するた

めの資材として、IG（インセクトガード）があります。シャッター、鉄扉、マンドア、窓などに生じている隙間を開

閉できる状態のまま閉塞できることが特徴的です。IG資材の種類には①毛足の長いIGブラシ、②弾力性のあ

るIGパッキン、③毛足の短いIGパイルがあります。実際に侵入源にIG資材を取りつけることで、昆虫の捕獲数

は確実に減少します。IG資材取りつけ作業以外にも様々な施工を行っていますので、お困りのことがありまし

たらご相談ください。


